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昨
年
八
月
一
日

に
発
足
し
ま
し
た

「
吉
田
地
区
自
主

防
災
会
連
絡
協
議

会
」
の
設
立
目
的
の
中
で
、
災
害
発
生

時
に
地
区
住
民
の
安
全
確
保
と
被
害
を

ど
の
よ
う
に
早
く
掌
握
し
軽
減
す
る
か

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
重

要
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
一
年
に
新
潟
県
長
岡

市
及
び
旧
山
古
志
村
を
視
察
し
た
時
、

災
害
時
に
電
話･

携
帯
が
不
通
と
な
っ

て
し
ま
い
地
区
内
の
連
絡
が
取
れ
ず
、

被
害
の
状
況
把
握
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た

と
の
話
を
担
当
者
か
ら
聞
い
て
い
た
の

で
、
平
成
二
十
二
年
の
吉
田
地
区
住
民

自
治
協
議
会
発
足
時
に
区
長
部
会
で
検

討
し
た
結
果
、
連
絡
網
の
整
備
の
一
環

と
し
て
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
導
入
を
決

め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
田
支
所
を
拠
点
と
し
て

十
五
町
の
区
長
の
間
で
災
害
時
の
対
応

訓
練
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

連
絡
協
議
会
の
発
足
時
に
「
安
全
安
心

部
会
」
を
含
め
た
自
治
協
全
体
で
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
、
長
野
県
共
同
募
金
会
に

よ
る
共
同
募
金
を
源
資
と
し
た「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
配
分
金

（
助
成
金
）」
で
自
治
会
に
よ
る
地
域
住

民
を
対
象
と
し
た
防
災
・
防
犯
事
業
の

募
集
が
あ
り
、
当
自
治
協
議
会
が
応
募

し
た
「
防
災
倉
庫
設
置
事
業
」
が
承
認

さ
れ
、
寄
付
者
の
ご
厚
意
を
受
け
て
、

本
年
六
月
二
十
九
日
に
広
町
区
に
「
防

災
器
具
保
管
倉
庫
」
と
し
て
設
置
し
ま

し
た
。（
写
真
）

　
平
成
二
十
四
年
度

　
吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会

　
役
員
・
顧
問
・
相
談
役

　

役　

職　
　
　
　
　
　
　

氏　

名　

会　

長　
　
　
　
　
　
　

島
田　

光
夫

副
会
長　
　
　
　
　
　
　

岡
谷
文
太
郎

副
会
長　
　
　
　
　
　
　

田
口　

忠
徳

副
会
長　
　
　
　
　
　
　

竹
原　

一
夫

区
長
部
会
長　
　
　
　
　

島
田　

光
夫

安
全
・
安
心
部
会
長　
　

寺
嶋　

力
男

環
境
美
化
部
会
長　
　
　

小
林
袈
裟
文

福
祉
・
保
健
部
会
長　
　

田
村　

幹
雄

教
育
・
公
民
館
部
会
長　

竹
原　

一
夫

会　

計　
　
　
　
　
　
　

山
口　

勝
巳

監　

事　
　
　
　
　
　
　

倉
澤　
　

要

監　

事　
　
　
　
　
　
　

西
澤　

鈴
枝

顧　

問　
　
　
　
　
　
　

三
井　

経
光

顧　

問　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

満
里

相
談
役　
　
　
　
　
　
　

風
間　

政
美

相
談
役　
　
　
　
　
　
　

霜
田　

市
郎

　

役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
住
み
良
い

町
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

広町防災器具保管倉庫
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会
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平
成
二
十
四
年
度

　
　
　
　
　
区
長
部
会
名
簿

　

役　

職　
　

町　

名

部
会
長　
　

吉
田
横
町　
　
　

島
田　

光
夫

副
部
会
長　

小
町　
　
　
　
　

岡
谷
文
太
郎

副
部
会
長　

北
本
町　
　
　
　

田
口　

忠
徳

　
　
　
　
　

押
鐘　
　
　
　
　

丸
山　
　

勇

　
　
　
　
　

桐
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宮
入　
　

久

　
　
　
　
　

上
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森
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丘
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吉
田
田
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北
島　

護
公

　
　
　
　
　

本
町　
　
　
　
　

塚
田　

慎
一

　
　
　
　
　

広
町　
　
　
　
　

矢
島　

忠
亨

　
　
　
　
　

吉
田
東
町　
　
　

山
口　

勝
巳

　
　
　
　
　

中
越　
　
　
　
　

神
田　

公
一

　
　
　
　
　

太
田　
　
　
　
　

林
部　

範
雄

　
　
　
　
　

鍋
屋　
　
　
　
　

丸
山　

光
政

　
　
　
　
　

原
町　
　
　
　
　

勝
山　
　

学

　
　
　
　
　

西
堀　
　
　
　
　

�
町　

洋
三

各
町
五
月
下
旬
に
か
け
て
、
春
の
ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
並
び
に
河
川
一
斉
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
区
民
の
皆
様
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
ア
メ
シ
ロ
の
一
斉

防
除
を
各
町
の
協
力
員
の
指
導
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
事
業

秋
の
大
掃
除
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
、
辰
巳

公
園
の
清
掃
、
先
進
地
視
察
研
修
、「
ゴ
ミ

分
別
強
調
月
間
」
ご
み
集
積
所
立
会
指
導
。

年
間
を
通
し
て
行
う
事
業

各
町
協
力
員
に
よ
る
ご
み
分
別
の
指
導
、

資
源
回
収
の
奨
励
。
五
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
、
各
町
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

人
権
・
同
和
教
育
委
員
会

　

～
心
を
耕
し
磨
き
続
け
た
い
～

今
年
度
の
地
区
住
民
参
加
の
事
業
は
、

「
吉
田
地
区
人
権
を
認
め
合
う
住
民
の
集
い
」

を
、
11
月
13
日
（
火
）
午
後
、
吉
田
小
学
校

で
授
業
参
観
と
講
演
会
。「
吉
田
地
区
人
権
・

同
和
教
育
推
進
の
集
い
」を
、２
月
23
日（
土
）

午
後
、吉
田
公
民
館
３
階
（
ノ
ル
テ
な
が
の
）

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。詳
し
い
内
容
等
、

回
覧
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
別
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
人
権
・

同
和
教
育
研
修
会
」
を
、
委
員
、
区
長
、
地

区
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
全
地
区

計
画
を
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。
各
町
の
「
人
権
・
同
和
教
育
研

修
会
」
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

青
少
年
委
員
会

〈
家
庭
、
地
域
の
子
育
て
講
座
〉

こ
の
講
座
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が

子
育
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
考
え
る
機

会
を
作
り
絆
を
深
め
て
頂
く
も
の
で
す
。
24

年
度
は
押
鐘
・
上
町
・
横
町
・
太
田
・
原
町
・

西
堀
に
て
開
催
。
日
程
は
各
地
区
の
回
覧
を

ご
覧
下
さ
い
。
深
刻
化
す
る
い
じ
め
や
不
登

校
を
は
じ
め
、
子
育
て
に
悩
み
は
尽
き
ま

せ
ん
。
子
ど

も
も
親
も
孤

立
さ
せ
な
い

吉
田
の
町
づ

く
り
は
こ
の

一
歩
か
ら
！

ぜ
ひ
ご
参
加

を
！〈

た
つ
み
祭
り
パ
ト
ロ
ー
ル
〉

７
／
22
（
日
）
た
つ
み
祭
り
昼
の
部
に

て
青
少
年
委
員
会
初
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
北
島
先
生
ご

指
導
の
も
と
、

子
ど
も
達
の

様
子
か
ら
気

付
い
た
こ
と
、

今
後
の
パ
ト

ロ
ー
ル
の
改

善
点
な
ど
意

見
交
換
を
し

ま
し
た
。 7 月 2 日家庭・地域の

子育て講座説明会

平成 23 年度吉田地区人権・同和教育推進の集い
講演会「人権の花の種　それはあなたの手中に」

　　　　の研修会から

たつみ祭りパトロール

花いっぱい運動

区長部会定例会の様子

一年間、宜しく
　　お願いいたします。
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会
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福
祉
委
員
会

福
祉
関
係
団
体
交
流
会
懇
親
会

地
域
福
祉
会
長
・
福
祉
関
係
団
体
長
・

福
祉
委
員
に
参
集
し
て
い
た
だ
き
事
業
内
容

や
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

住
民
自
治
協
議
会
と
な
り
、
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
推
進
事
業
と
し
て
の
新
た
な
試

み
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
福
祉
会
で
は
サ
ロ
ン
事
業
の
充
実
・

参
加
者
増
・
参
加
者
の
送
迎
の
安
全
対
策
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
等
日
々
の
活
動
か
ら
の

課
題
を
検
討
し
ま
し
た
。
関
係
団
体
か
ら
は

同
一
テ
ー
マ
の
講
演
は
連
携
し
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
の
高
齢
化
や
な
り
手
が
困
難
で
あ
る
な

ど
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
定
期
的

に
情
報
交
換
を
行
い
、
地
域
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
委
員
会

保
健
委
員
会
で
は
「
健
康
・
長
寿
の
た
め

に
」
を
合
言
葉
に
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
研

修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五
月
十
四
日
に
は
「
血
糖
値
が
上
が
る
と

は
…
」
を
テ
ー
マ
に
吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
の
山

下
保
健
師
さ
ん
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
仕
事
を
教
わ

り
、
自
分
の
食
事
量
を
計
算
し
ま
し
た
。

七
月
二
日
に
は
、
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
食
か
ら
と
い
う
事
で
伊
那
食
品
工
業

へ
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
か
ん
て
ん
に

つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
見
て
工
場
見
学
を
し
、

会
員
の
親
睦
も
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
健
康
講
座
の
４
回
シ
リ
ー
ズ

が
あ
り
、
九
月
十
日
、
十
月
二
十
五
日
の
２

回
、
運
動
講
習
会
と
し
て
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
十
五
日
に
は
、
健
康
食
講

習
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

公
民
館
委
員
会

～
行
事
は
活
気
と
心
を
結
ぶ
～

今
年
も
、
６
月
、「
吉
田
町
成
人
野
球
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」、
７
月
、「
吉

田
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
『
第
37
回
吉
田
び
ん

ず
る
』『
第
５
回
何
丸
踊
り
』」
を
開
催
し
ま

し
た
。

両
方
と
も
雨
に
見
舞
わ
れ
、
最
後
ま
で

で
き
ず
少
し
残
念
で
し
た
が
、
次
年
度
に
期

待
し
ま
す
。

今
年
か
ら
、「
第
86
回
吉
田
町
町
民
運
動

会
」
は
、
９
月
30
日
（
日
）、
吉
田
小
学
校

改
築
の
た
め
、
３
年
間
、
長
野
市
運
動
公
園

「
運
動
広
場
」（
ア
ク
ア
ウ
ィ
ン
グ
隣
）
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

今
ま
で
と
会
場
が
違
う
た
め
、
運
動
会

準
備
、
会
場
ま
で
の
往
路
、
駐
車
場
等
に
つ

い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

育
成
会
委
員
会

猛
暑
の
中
、
た
つ
み
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
好
評
の
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
に

加
え
、
今
年
度
は
「
け
し
ゴ
ム
釣
り
」
を
行

い
ま
し
た
。
な
か
な
か
釣
れ
な
い
子
供
た
ち

も
、
釣
れ
た
時
の
笑
顔
は
役
員
に
と
っ
て
も

暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
ビ
ン
ゴ
大

会
は
「
ま
だ
か
な
、
ま
だ
か
な
」
と
心
待
ち

に
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

前
日
の
び
ん
ず
る
ま
つ
り
に
引
き
続
き
、

夏
の
思
い
出
と
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
願

い
な
が
ら
、
来
年
に
向
け
企
画
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
毎
年

続
く
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

7 月 22 日たつみ祭り

6 月 20 日 福祉関係団体交流懇談会

5 月 14 日「血糖値が上がるとは…」

７月２日伊那食品工業 視察研修

平成２３年度
「第８５回吉田町町民大運動会」

　種目「大玉送り」から

サロン事業から
　　（左）吉田田町　　　　　（右）広町
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長
野
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
建
築
な
ど
役
所

の
仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
、
ま
た
法
律
相
談

な
ど
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
（
水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
（
受
付
は

午
後
二
時
三
十
分
ま
で
）

【
会
場
】

長
野
東
急
百
貨
店
シ
ェ
ル
シ
ェ
五
階
ホ
ー

ル
【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務
所

　
（
電
話
０
５
７
０
│
０
９
０
１
１
０
）

歴
史
上
例
を
見
な
い
東
日
本
大
震
災
か
ら

一
年
半
が
た
ち
ま
し
た
。
今
も
避
難
生
活
を

さ
れ
て
い
る
方
の
事
を
思
う
と
胸
が
痛
み
ま

す
。
災
害
は
、
い
つ
何
時
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
非
常
時
に
備
え
、
準
備
を
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

編
集
に
は
各
部
会
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
編
集
委
員
会
一
同
）

第
86
回
吉
田
町
町
民
運
動
会

　
【
日
時
】

　

平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
（
日
）

　
【
会
場
】

　

�

長
野
市
運
動
公
園
「
運
動
広
場
」（
ア

ク
ア
ウ
イ
ン
グ
隣
）

吉
田
地
区
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

　
【
日
時
】

　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
三
日
（
土
）

　

午
後
二
時
か
ら

　
【
会
場
】

　

ノ
ル
テ
な
が
の
多
目
的
ホ
ー
ル

福
祉
バ
ザ
ー

　
【
日
時
】

　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
日
（
土
）

　

午
前
十
時
半
か
ら

　
【
会
場
】

　

東
急
ラ
イ
フ
わ
い
わ
い
ド
ー
ム

ご
み
分
別
強
調
月
間

　

十
月
中
は
、
ご
み
分
別
強
調
月
間
と
な
り

ま
す
。
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
遵
守
し
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
と
再

資
源
化
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

吉
田
地
区
人
権
を
認
め
合
う
住
民
の
集
い

　
【
日
時
】

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
三
日
（
火
）
午
後

　
【
会
場
】

　

吉
田
小
学
校

健
康
食
講
習
会
（
詳
細
は
回
覧
に
て
）

　
【
日
時
】

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
（
木
）

　

十
時
～
十
二
時
半

　
【
会
場
】

　

ノ
ル
テ
３
Ｆ
調
理
室

お
知
ら
せ

防
犯･
防
災
委
員
会

子
供
の
安
全
・
安
心
を
見
守
ろ
う

●
通
学
路
の
安
全
確
保
活
動

児
童
が
不
番
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た
り

つ
き
ま
と
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
吉
田
地
区
で
は
町
ご
と
「
大
い
ち
ょ
う

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
編
成
し
、
見
守
り
活
動

を
行
い
、
児
童
の
安
全
確
保
に
効
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
防
犯
委
員
会
も
地
域
と
連
携

し
、
通
学
路･

公
園
の
警
戒
、
用
水
路
な
ど

の
危
険
箇
所
の
見
回
り
点
検
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
い
じ
め
と
児
童
虐
待
の
根
絶
を

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
い
じ
め
と
児

童
虐
待
の
解
決
に
は
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
も
し
、
隣
近
所
で
心
や
身
体
に
傷
を

負
っ
た
子
ど
も
が
い
た
ら
、
関
心
を
持
っ
て

見
守
り
、
地
区
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
や
児

童
相
談
所
と
相
談
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
や
る
の
は
私

達
大
人
の
責

務
で
す
。
将

来
の
吉
田
地

区
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の

安
全･

安
心

を
皆
で
見

守
っ
て
や
り

ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
委
員
会

自
転
車
は
、
便
利
で
あ
る
が
ゆ
え
に
事

故
の
被
害
者
、
加
害
者
ど
ち
ら
に
も
な
る
の

で
す
。
毎
年
、吉
田
小
学
校
の
安
全
教
室
で
、

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
に
つ
い
て
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
、
交
差
点
で
の
一
時
停
止
や
信
号
を
守

る
こ
と
な
ど
基
本
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し

た
。
昨
年
度
か
ら
吉
田
地
区
に
お
い
て
も
自

転
車
専
用
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
安
全
対
策
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
が
、
昨
今
の
交
通

状
況
を
見
て
も
決
し
て
安
全
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
自
転
車
の
通
行
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
事

故
か
ら
身
を
ま
も
り
お
互
い
声
を
か
け
あ

い
、
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ


